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ぷ、
(2) 

年
頭
の
ご

σ〉

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か

し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
重
信
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

町
民
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
健
全
財

政
を
確
保
し
な
が
ら
順
調
に
進
展
を

続
け
て
お
り
、

「

う
る
お
い
と
活
力

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
め
ざ
し
て

着
々
と
各
種
事
業
を
進
捗
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

四
国
も
よ
う
や
く
高
速

交
通
時
代

を
迎
、
ぇ
、
平
成
五
年
度
末
に
は
川
内

町
ま
で
高
速
道
路
が
供
用
開
始
と
な

る
予
定
で
、
こ
れ
に
対
応
し
て
国
道

十

一
号
バ
イ
パ
ス
あ
る
い
は
県
道
美

川
線
も
着
々
と
整
備
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
町
道
に
お
き
ま
し
で
も

南
北
線
の
上
村
大
橋
、
牛
湖
上
村
線
、

田
窪
西
岡
線
、
下
林
見
奈
良
線
等
の

幹
線
が
地
権
者
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
着
々
と
改
良
工
事
が
進
ん
で
お
り

ま
す
。

次
に
、
学
校
教
育
施
設
も
す
べ
て

の
学
校
の
改
築
工
事
が
終
了
い
た
し

ま
し
て
、
昨
年
か
ら
古
い
施
設
を
順

次
大
規
模
改
修
を
実
施
し
て
お
り
、

げし幸良広

あ
い
さ

ず〉

重
信
町
長

束

キナ

旭

南
吉
井
小
学
校
に
続
い
て
本
年
度
は

中
学
校
の
改
修
を
実
施
し
、
装
い
も

新
た
に
し
て
授
業
に
利
用
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
水
田
利
用
再
編
対
策
や
み

か
ん
の
自
由

化
等
の
厳
し
い
農
業
情

勢
に
対
処
す
る
た
め
農
村
総
合
整
備

モ
デ
ル
事
業
や
は
場
整
備
事
業
等
の

実
施
に

よ
り
農
業
基
盤
整
備
の
推
進

を
図
り
、
農
業
の
近
代
化
を
進
め
た

い
と
存
じ
ま
す
。

最
後
に
、
ふ
る
さ
と
創
生

一
億
円

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
九
百
余

名

の
中
学
生
全
員
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
を

基
に
し
て
町
内
各
層
の
代
表
の
方
々

に
よ
る
委
員
会
で
ご
検
討
を
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
概
ね
の

意
見
と
し
て
、
老
人
か
ら
子
ど
も
に

至
る
ま
で
の
家
族
全
員
で
楽
し
め
る

公
固
ま
た
は
運
動
場
と
い
っ
た
線
で

ま
と
ま

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
後
、

更
に
具
体
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

こ
の
上
と
も
に
明
る
い
長
寿
社
全

の
建
設
あ
る
い
は
都
市

化
に
伴
う
環

境
整
備
を
進
め
、
新
し
い
息
吹
あ
ふ

れ
る
重
信
町
の
建
設
に
遁
進
い
た
し

た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
後
と
も

一
層
の
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
と
共
に
皆
様
方
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

1990 
年。セ..I.J..L.

協ン弄
カサ昼
下ぞ蒜
さい業

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
二
年
二

月

一
日
現
在
で
、
全
国
の
農
家
、
林

家
な
ど
を
対
象
に

「

世
界
農
林
業
セ

ン

サ
ス
」
を

実
施
し
ま
す

。

こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
農
林
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
最
も
基
本

的
な
統
計
調
査
で
す

。
調
査
の
結
果

は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
を
は
じ
め

各
方
面
で
農
林
業
施
策
推
進
な
ど
の

基
礎
資
料
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
ま

す
。
調
査
員
が
お
伺
い
し
て
、
農
林

業
の
経
営
状
況
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
し
た
事
項
は
、
統
計

を
作
成
す
る
た
め
だ
け
に
使
わ
れ
る

も
の
で
、
個
人
の
謀
税
等
そ
の
他
の

目
的
に
使
う
こ
と
は
法
律
で
固
く
禁

じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
あ
り
の

ま
ま
を
お
答
え
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す

。

十

一
月
定
例
議
会

災
害
復
旧
工
事
費
等

二
億
六
千
五
百
九
十
七
万
円
を
補
正

重
信
町
議
会
十
二
月
定
例
会
は
十

二
月
十
九
日
招
集
さ
れ
、
十
二
月
二

十
二
日
ま
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
補
正

予
算
三
件
、
条
例
改
正
等
十
件
、
決

算
認
定
五
件
、
人
事
案
件
二
件
の
合

計
二
十
件
で
、
昭
和
六
十

三
年
度
の

決
算
認
定
を
総
務
委
員
会
に
付
託
し
、

そ
の
他
は
全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決
・

承
認
・

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

陳
情
書
「
ス
パ
イ
防
止
法
制
定
促

進
に
つ
い
て

」

は
継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た
。

今
回
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

二
億
六
千
五
百
九
十
七
万

一
千
円

を
補
正
し
、
総
額
三
十
九
億
八
千
七

百
五
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た

。
主

な
追
加
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す

。

O

農
業
振
興
事
業

五
、
七
二
九
千
円

。

農
林
業
地
域
改
善
事
業

五
、
七

一
一
千
円

。

林
道
改
良
事
業

一
二

、

0
0
0
千
円

O

道
路
橋
梁
新
設
改
良
事
業

三
九
、
九

二
三
千
円

O

田
窪
西
岡
線
改
良
事
業

二
四
、
四
三
二
千
円

。

消
防
施
設
事
業

六
、
七
四

三
千
円

。

小
学
校
教
室
等
改
修
事
業

九
、
六
九
八
千
円

。

災
害
復
旧
事
業四

八
、
七

O
八
千
円

。

職
員
の
給
与
改
定
費

一
八
、
七
二
九
千
円

条
例
改
正
等

O

議
会
議
員
の
報
酬
、
特
別
職
の
給

与
等
の

一
部
改
正

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申

に
基
づ
き
、
議
員
及
び
特
別
職
の

報
酬
等
を
改
正
す
る
も
の
で
す

。

O

職
員
の
給
与
条
例
の

一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
よ
る
国

家
公
務

員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
、
町
職

員
の
給
与
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

o

団
体
営
土
地
改
良
整
備
事
業
の
実

施
に
つ
い
て

下
林
八
幡
地
区
の
区
画
整
理
事

業
を
平
成
二
年
度
か
ら
着
工
す
る

た
め
議
決
を
し
た
も
の
で
す
。

O

県
営
土
地
改
良
事
業
の
分
担
金
の

変
更
に
つ
い
て

上
林
地
区
県
営
ほ
場
整
備
事
業

一一一水を大切に しまし ょう一一一



報広 ぶ

" 
健
康
に
関
す
る
標
語

健
康
に
対
す
る
意
識
啓
発
の
た
め

町
内
の
小
学
五
、
六
年
生
、
中
学

一 、

二
年
生
を
対
象
に
「
健
康
に
関
す
る

標
語
」
を
募
集
し
ま
し
た
。
多
数
の

応
募
が
あ
り
、
選
考
の
結
果
、
次
の

と
お
り
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

のt1' し(3) 

" 

二
年

二
年

二
年

二
年

二
年

二
年

二
年

" " " 

伊
賀
弓
子

安
部
麻
由
美

宮
内
恵
美

井
戸
祐
子

小
倉
丈
佳

竹
内
康
博

相
原
慶
一

森
正
慶

悶
山
市
寸

渡
部
祐
也

詰
石
順
子

兵
頭
律
子

向
井
孝
明

渡
部
純
子

中
川

玉
己

丹
生
谷
伊
津
子

和
泉
智
子

0 佳
南 北小 作

11 吉川 11111111111 井 11 11 11 11 11 11 11 口 子

井生

五五六五五五五六五五五五六六六六
年年年年年年年年年年年年年年年年

拝
H 志

O

中
学
生

重
信
中

11 11 11 11 11 

年年年年年年年年年年年年年年

11 11 H 11 11 11 11 11 11 11 11 

年年年

三 土佐
好居伯

美
里

雪
乃

浩
之

出
崎
京
子

日
野
勝
仁

上
岡
知
代

野
村
麻
紀

松
久
知
由

和
田
仁
美

織
田
祥
子

成
瀬
季
実

山
本
祐
梨
子

井
上
恵
美

木
村
聡

今
井
邦
之

西
村
友

岩
田
剛

小
山
直
志

高
市
直
美

清松池高前高 i度高西吉東伊久 二
水浦川田田市部岡原本 藤保宮

1ぇ
;"['、

真 義未生美淳健 正博弥直
弓仁郎知美樹子 允人統樹 喜生紀

新
し
い
民
生
委
員

• 
児
童
委
員
決
定
/

民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
任
期
満

了
に
よ
り
、
重
信
町
で
は
民
生
委
員

推
せ
ん
全
を
設
置
し
、
厚
生
大
臣
に

別
表
の
方
々
を
推
せ
ん
し
た
と
こ
ろ
、

十
二
月
一
日
付
け
で
全
員
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た

。

民
生
委
員
は
、
町
、

関
、
施
設
等
と
連
携
、

ら
地
域
の
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め

る
こ
と
が
主
な
任
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。
困
っ
た
こ
と
や
心
配
ご
と
が
あ

る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

。

福
祉
関
係
機

相
談
し
な
が

平成元年12 月 1 日

F子ム. 氏 名 住 所 電話番号 :tfl. 当 地 区

山之内
呂 国 克信 山之内1490 64-8969 旧山之内校区

平日 田 日回1 r台 /1 620 64-0684 旧北吉井校区

樋
渡部 清 樋口 242 64-6761 上地区

口
回 中 アツ子 下地区/1 1193 64-6657 

氏家武雄 横河原184 64-2626 鉄道より西地区

横河原 水 田 トモ子 JJ 1334 64 -2114 鉄道より東で伊予銀より北地区

藤岡政 H青 JJ 286-4 64-3304 鉄道より東で伊予銀より南地区

近藤 宏 志津川 1303-27 64-0592 南地区(志津川団地，愛大官舎)

志津川 露 口 栄子 JJ 634 64-2432 北地区

久保道夫 /1 1766 64-9968 八反地地区

手口 田美智子 西岡42 64-6370 本村地区

西岡 奥村駿策 JJ 1340-2 64 -6292 上原以西

向井結子 牛洲1823-14 64-9252 f香磨台・上樋・鉄道より北地区

見奈良
桑名 尚文 見奈良801-3 64-2987 県道より北地区

i也 1 11 恵子 JJ 403-1 64-3627 /1 南地区

同須賀 トシエ 田窪1337 64-3658 上 ・ 南地区

田窪 渡部 良議 JJ 1550 64-8052 中・北地区

近藤淳子 JJ 2012-1 64 -6874 田窪田地

大北為義 牛測1502 64-8767 堀池地区

牛洲
大西忠良 JJ 695 64-8674 牛洲本郷地区

井門新孝 /1 983 64-8655 牛測団地l{東-29棟・バイパス~鉄道関

八木里美 /1 773 64-8665 牛決IJ団地 30-40棟

南聖子田 日月 カ貝ロ 多 丸 南野田258 64-3737 南野回全地区

北野田
安井 'ij' 北野田252 64 -8586 本郷地区・北野台団地

八塚 公 /1 630 64-8372 新村地区 ・ 天神地区

上林
渡部隆明 上林甲79 64-8988 上地区

渡部茂義 /1 甲3267 64-6319 下地区

下林
野中民夫 下林甲1453 64 -6279 上地区

竹村 義 /1 申 2862 64-2732 下地区

上村 石丸 要 上村甲660-2 64-3217 上村全地区

o 0 入 o 0 持
重中上拝南 北小選健中健ふ選

y 信 学 H 林志"吉" " " "古学 重康学 南康 学
中生小小井 井生信は生吉が生

. 小 小 中楽井作
六六六五六五六六六六 ーし 小る
年年年年年年年年年年 年い 五笑

家年顔
和庭 の
田と j度す
食辺ば

敏事 ら
信か俊し
ら明き

名簿貝委Z主Z

呈呈
l 日
ノレ• 貝民生委

つ一一一一一一一タバコは町内で買いましょ



納
め
て
い
ま
す
か

国
民
年
金
保
険
料

人
生
八
十
年
時
代
で
す
。
ま
す
ま

す
老
後
の
生
活
が
長
く
な
り
、
し
っ

か
り
と
し
た
老
後
へ
の
備
え
が
必
要

と
な
り

ま

す
。

「

老
後
の
こ
と

な
ん
か
考
え
て
も

な
い
。
な
ん
と
か
な
る
き
」
と
無
関

心
な
人
も
い
ま

す
が
、
老
後
は
必
ず

や
っ
て
き
ま
す
。

老
後
へ
の
備
え
と
い
え
ば

「
年
金
」

が
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
年
金
は
老
後
の
た
め
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
に
は
、
六
十
五
歳
か
ら

受
け
る
老
齢
基
礎
年
金
の
ほ
か
に
、

病
気
や
け
が
な
ど
で
障
害
者
に
な
っ

た
と
き
に
受
け
る
障
害
基
礎
年
金
や
、

死
亡
し
た
と
き
に
遺
族
が
受
け
る
遺

族
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し

、
保
険
料
を
納
め
て
い
る

こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
年
金
を
受
け
る

条
件
で
す
。

老
後
の
備
え
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

万
一
の
た
め
に
も
保
険
料
は
忘
れ
ず

納
め
ま
し

ょ
う
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
住
民
課
・

国
民
年
金
係
ま

で
ど
う
ぞ
。

(4) 

国

ぷ、の'1' し幸良広

民

年

金
さ業

税
務
だ
よ
り

家
事
労
働
は

月
額
十
八
万
円
?

配
偶
者
控
除

掃
除
、
洗
濯
、
炊
事
ー
!
と
、
家

事
は
果
て
し

な
く
続
き
ま
す
が
、
家

族
が
快
適
に
生
活
す
る
に
は
、
一
日

た
り
と
も
手
を
抜
け
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
こ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
は
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
主
婦
で
す
。
東

海
銀
行
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
家
事
労

働
を
お
金
に
換
算
す
る
と
、
月
十
八

万
円
に
な
る
そ
う
で
す
。
こ
の
金
額

み
な
さ
ん
は
ど
う
感
じ
ま
す
か
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
は
具
体
的
な
労

働
に
対
す
る
評
価
で
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
精
神
的
な
意
味
を
含
め
た
妻
の

存
在
を
金
額
で
表
し
得
な
い
の
は
当

然
で
す
。

内
助
の
功
を
認
め
て

相
続
税
の
軽
減

長
年
二
人
三
脚
で
支
え
合
い
な
が

ら
暮
ら
し

て
き
て
も
、
不
幸
に
し
て

夫
が
先
立
つ
と
い
う
ケ
ー
ス
は
多
く
、

そ
う
し
た
場
合
、
残
さ
れ
た
妻
の
生

活
は
夫
の
遺
産
に
頼
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、

妻
と
し
て
の
内

助
の
功
な
ど
を
考
え

て
、
遺
産
に

か
か
る
相
続
税
の
軽
減

(
配
偶
者
控
除
)
が
講
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。

夫
が
亡
く
な
っ
て
、
妻
が
相
続
す

る
遺
産
の
額
が
、
八
千
万
円
以
下
の

場
合
や
、
八
千
万
円
を
超
え
て
い
て

も
、
。
法
定
相
続
分
。
に
相
当
す
る
金

額
ま

で
で
あ
れ
ば
相
続
税
は
か
か
り

ま

せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
法
定
相
続
分
と
い
う

の
は
、
民
法
上
、
遺
産
分
与
の
割
合

を
定
め
た
も
の
で
す
が
、
こ
う
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
遺
産
を
ど
う
す
る
の

か
は
、
死
亡
し
た

人

の
遺
言
や
親
族

の
間
で
決
め
て
い
く
も
の
で
す
。

子
供
が
い
る
場
合
、
遺
産
の
二
分

の
一
が
妻
の
法
定
相
続
分
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
子
供
は
い
な
い
が
直
系

尊
属
(
死
亡
し
た
夫
の
両
親
な
ど
)

が
い
る
場
合
は
三
分
の
こ
が
法
定
相

続
分
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
子
供

の
い
る
夫
婦
で
夫
が
死
亡
し
、
遺
産

が
四
億
円
だ
っ
た
と
き
、
妻
の
法
定

相
続
分
は
二
分
の
一
で
す
か
ら
、
妻

が
相
続
し
た
遺
産
が
、
二
億
円
ま
で

は
妻
に
は
相
続
税
は
か
か
ら
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

間
配
偶
者
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
た
と
え
こ
の
控
除
に
よ
っ
て
相

続
税
が
か
か
ら
な
い
と
し

て
も
、
所

定
の
書
類
を
添
付
し
て
相
続
税
の
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

固
定
資
産
税
第
三
期
分
の

納
期
限
は
十
二
月
二
十
五
日
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
第
六
期
分
の

納
期
隈
も
十
二
月
二
十
五
日
で
す。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

、

ん な と き 手続きに必要なもの、』岨匹

国
他の市町村から転入 してきたとき 印鑑他の市町村の転出証明書

保 職場の健康保険をやめたとき 印鑑職場の健康保険をやめた証明書

は 職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき 印鑑被扶養者になれない理由の証明書
L 、

る 子供が生まれたとき 印鑑保険証母子子帳

時 生活保護を受けなくなったとき 印鑑保護廃止通知書

国
他の市町村に転出するとき 印鑑保険証

保 職場の健康保険にはいったとき 印鑑 国保と職場の健康保険の両方の保
を 険証(後者が未交付のときは加入
や 職場の健康保険の被扶養者になったとき たことを証明するもの)
め

国保の被保険者が死亡したとき 印鑑保険証る
時 生活保護を受けるようになったとき 印鑑保険証保護開始決定通知書

退職者医療制度の対象となったとき 印鑑保険証年金証書

そ 市町村内で住所が変わったとき 印鑑保険証

σ3 世帯主や氏名が変わったとき

他 世帯を分けたり、いっしょになったとき

保険証をなくした(汚れて使えなくなった)とき 印鑑 本人であることを証明するもの

日
日
以
内
に
必
ず
届
け
出
ま
し
ょ
う

保
の

国

tt 

届

出

一一一シート ベルトは正 し く着用 しましょ う 一一一



報広

平
成
元
年
度
共
同
募
金
運
動
は
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
目
標
額

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
音
山
は
、

地
域
福
祉
活
動
の
援
助
、
社
会
福
祉

施
設
や
団
体
の
整
備
等
に
使
わ
れ
ま

す
。
各
地
区
、
職
域
、
法
人
等
で
多

額
の
募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
こ

と
を
、
別
表
の
と
お
り
報
告
す
る
と

と
も
に
、
今
後

一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ぷ、の~-y し(5) 

共同募金

ご協力ありがとう
ございました

2 ， 980 ， 660円

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会

全
戸
会
員
制
の

ご
協
力
に
つ
い
て

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
住

民
参
加
の
社
会
福
祉
を
推
進
す
る
た

め
、
昭
和
五
十

一
年
八
月
に
社
会
福

祉
法
人
と
し
て
国
の
認
可
を
受
け
て

今
日
ま
で
社
会
福
祉
の
推
進
に
取
り

組
み
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と

多
大
の
成
果
を
あ
げ
て
ま
い
り
ま
し

た
。し

か
し
、
都
市
化
、
高
齢
化
社
会

に
対
応
し
、
き
め
細
か
な
社
会
福
祉

を
推
進
す
る
た
め

「

全
戸
全
員
制
」

を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

。

こ
の
、
「

全
戸
会
員
制
」
と
は
、
社

協
の

一
員
と
し
て
年
会
費

二
百
円
を

納
入
し
て
い
た
だ
き
次
の
事
業
に
ご

協
力
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
概
要

一
、
老
人
福
祉

付
独
居
老
人
に
対
す
る
家
庭
奉

仕
員
の
訪
問
活
動

向
独
居
老
人
対
策
事
業

(
愛
の
訪
問
活
動
)

白
敬
老
の
家
事
業

回
ね
た
き
り
老
人
介
護
人
手
当

の
支
給

回
入
浴
乾
燥
車
の
運
行

二
、
身
体
障
害
者
福
祉
(
在
宅
障

害
者
に
対
す
る
援
助
活
動
)

三
、
母
子
・
父
子
福
祉

四
、
低
所
得
者
福
祉

地区名 世帯数 目原額 実綴 ~li 達成率 事務費 l

111 之内 93 33 , 600 38 ,800 115.5 2 ,800 

樋 口 260 113 ,200 108 ,600 96.0 7 ,700 

横河原 552 200 ,800 219 ,600 109.4 15 ,400 

志 i.4t川 427 168 ,800 170 , 500 101.0 12 ,000 

八反 I也 200 72 ,400 80 ,000 110.5 5 , 600 

凶 岡 185 72 ,000 74 ,300 103.2 5 ,300 

帰属事台団地 104 41 , 600 41 , 600 100.0 3 ,000 

見奈良 417 148 ,000 156 , 300 105.6 11 ,000 

出 窪 635 225 ,600 257 ,300 114.1 18 , 100 

lU 1空間 I也 185 66 ,000 74 ,600 113.1 5 ,300 

j自l 243 88 ,000 97 , 000 110.3 6 ,800 

明 池 84 30 ,800 33 ,600 109.1 2 ,400 

ト. 樋 I司地 日7 36 ,400 38 ,800 106.6 2 ,800 

牛決1 1当地 488 188 ,000 11 8 ,753 63.4 8 ,400 

南聖子回 177 62 ,400 74 , 200 119.0 5 ,200 

北野|日 103 36 ,000 41 ,200 114.5 2 ,900 

北野台凶地 57 19 ,200 19 , 200 100.0 1 ,400 

新 村 99 36 ,400 39 ,600 108.8 2 ,800 

.1: 中本 207 73 ,600 84 ,600 115.0 6 ,000 

F 林 309 114 ,800 122 ,800 107 目 。 8 ,600 

村 123 44 ,400 49 , 200 110.9 3 ,500 

5045 1 , 872 , 000 1, 940 ,553 103.7 137 ,000 

職主主パ y チ募金 450 ,000 52 1 ,500 (l 0431匝J)

法人募金 278 ,000 518 ,464 (1 90同体)

手 11 F 1113 

JE 入3 2 ,600 ,000 2 , 980 , 660 

共同募金実績平成元年度

付

世
帯
更
生
資
金
貸
付
事
業

五
、
心
配
ご
と
相
談
事
業

六
、
各
種
実
態
調
査

七
、
県
民
た
す
け
あ
い
総
参
加
運
動

の
推
進

八
、
太
陽
の
お
母
さ
ん
運
動
の
推
進

九
、
共
同
募
金
・
歳
末
た
す
け
あ
い

運
動
の
協
力

十
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
と
育
成

「
N
H
K

海
外
た
す
け
あ
い
」

に
ご
協
力
を

「
N
H
K

海
外
た
す
け
あ
い

」
(主

催
日
本
赤
十
字
社

・

N
H
K
)

が
十

二
月

二
十
五
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
義
援
金
は
、

ア
ジ
ア
・
中
東

・

ア
フ
リ
カ

・

中
南

米
等
の
発

展
途
上
国
の
恵
ま
れ
な
い

人
々
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す

。

義
援
金
の
受
付
窓
口

N
H
K

・

郵
便
局
・
各
金
融
機
関

・

日
本
赤
十
字
社
県
支
部

⑧
⑧
⑧
⑮
 

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の

方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

J
f』
。山

本
裕

丹
生
奇
操

佃
健
一

N
T
T

四
国

さ
ん
見
奈
良

さ
ん
下
林

さ
ん
南
野
田

松
山
支
社

の
み
な
さ
ん

三歳児健診のお知らせ
昭和61年 9 月 1 日から 11 月 30 日生まれ

平成 2年 1 月 26 日後)

午後 1 時30分-2 時30分

町民会館

母子手帳

①身体計測 ②問診 ・ 発達テスト

③内科診察 ・ 歯科診察
④保健・栄養 ・ 歯科相談

象

時

場所

持参品

健診内容

対

日

交通事故相談
専門の相談員が親身になって相談に応じています。

また、毎週木曜日午後l時から4時までは弁護士相
談日になっています。電話での相談も受けています。

相談 日 月曜日~金曜日

午前 9 時30分~午後 4 時40分
社団法人 松山自動車保険請求センター

松山市花園町1-3 日本生命松山駅前ビル 6 階
fi45-2335 

料毎

つ 一一一一トは必ず着用 しまし ょ一一一-~ノレメッ



幸良広 (6) 

図
書
館
だ
よ
り

ぶの

新
刊

話
題
作
や
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
な
ど
、

約
三
百
冊
の
新
刊
壱
購
入
し
ま
し
た
。

文
学
書

。

孔
子
(
井
上
靖
)

。
松
風
の
家
上
・
下
(
宮
尾
登
美
子
)

。
パ
イ
ナ
ッ
プ
リ
ン
(
吉
本
ば
な
な
)

。
笑
っ
て
よ
、
北
極
点
(
和
泉
雅
子
)

文
芸
実
用
書

「
N
O
L

と

一
吉守
え
る
日
本

。
死
体
は
語
る

。

父
と
子
の
宇
宙
論

等
多
数
購
入
し
て
い
ま
す
。

案

内

'1' 

お
は
な
し
会
に

来
て
み
ま
せ
ん
か
。

し

日

時

毎
月
第

一
・

二
土
曜
日

午
後

一
時
三
十
分
か
ら
三
時

お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
(
図
書

館
二
階
)

紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
。
お
り
紙
、
ク
イ
ズ
等

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
母
さ
ん
た
ち

が
楽
し
い
お
話
を
き
か
せ
て
く
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

場
所

内
容

健康マラソン大会
平成2年 1 月 28 日(日)

雨天時 2 月 4 日(日)

重信川緑地公園
9 時から(当日受付)

10時15分スタート

第 12回A
Q一A

重信町将棋大
時日

所

付

場
受

重信町文化協会{量主

平成 2年 1 月 7 日(日)

受付午前 9 時一 9 時30分

対局午前10時~午後 4 時

時日

2 km • 4 km 

6 km 

。マイペースコース

ース。競走コ

コース

町内居住者参加資格
町民会館所場

400歳駅伝大会第15回町内に在住、勤務、通学する人

(大人、子供とも)

参加資格

平成 2年2 月 18 日(日)

雨天時 2 月 25 日(日)

町民会館前駐車場
9 時45分から

10時30分
町民会館周辺道路

分館単位で男子 6 名、女子 4 名

合計10名

時

所

付

スタート

日

場
~ 
Jι 

1 月 5 日午後 5 時までに、町民会館

にある申込書に記入し、参加費500円

を添えて社会教育課へ申し込む。

(電話での申し込み不可)

申込方法

コース

編成
A.B.C級ごとに第三位まで表彰彰表

粗大ゴミ回収(12月 28 日)のお知らせ
12月 28 日(桐は組大プミ回収日です。

下記のことに留意し指定場所へ出して下さい。

回収時間

回収日の午前10時まで

(回収日以外の日には出さないで下さい。)
回収する粗大ゴミ

テレビ、冷蔵庫、洗たく機、自転車、 ミシン、

ベ ッ ド、机、イス、家具等。(その他のものについ
ては事前に厚生課へお問い合わせ下さい。)

注意事項

一般ゴミ、不燃物(カン・ビン類)は従来通りの

日程で回収しますので、粗大ゴミの回収には出さな
いで下さい。

ゴム製品・ビニール等(うすいアゼシート・ハウ

ス用ビニールシート)などの産業廃棄物及び事業所

からの排出はお断りします。

粗大ゴミの中にはまだまだ利用できると思われる
ものがたくさんあります。出す前にもう一度利用で
きるか確認しましょう。
次の回収日は 3 月 28 日(水)です。

重信町教育相談室

子供の教育上の諸問題や悩みごとなどについて

相談に応じる重信町教育相談室を開設しています。

20 

相談員

武智道子

林 トシ子

池川敏朗

気軽にご相談下さい。秘密は厳守します。

日

13 

月

12 

毎週水曜日

13 :00-17 :00 

図書館 3 階

64-3437 

日時

場所

電話

27 

俊暁

敬子

法明

保ー

大森

石丸

前園

藤田

10 

17 

24 

31 

電話でもよいし、

子供からの電話

も受付けていま

す。

直接来られでも

かまいません。

方法

日は「防火の日」一一一



同
和
教
育

ぷ、

ア
い
ま小

学
校
で
は
(
そ
の
四
)

差
別
を
憎
み
、
許
さ
な
い

高
学
年
を
め
ざ
し
て

(J) 

高
学
年
で
は
、
四
年
生
ま
で
と
違

っ
て
大
き
く
成
長
し
て
き
ま
す
。
相

手
の
立
場
を
考
え
た
行
動
や
態
度
が

と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

そ
こ
で
、
合
理
的
で
科
学
的
な
考

え
方
を
養
い
、
真
実
を
追
求
し
不
合

理
を
見
ぬ
き
、
問
題
を
解
決
し
て
い

く
力
を
育
て
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

~t' し幸良

す
る
ど
い
感
性
を
持
っ
た

五
年
生
に

自
分
が
見
え
相
手
が
見
え
出
す
時

期
が
こ
の
頃
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め

に
、
陰
湿
な
行
為
が
出
始
め
た
り
、

気
の
合
っ
た
者
同
士
で
仲
間
を
作
り

固
定
化
し
て
き
ま
す
。
ま
た
、
傍
観

者
的
な
態
度
や
行
動
を
と
る
者
も
多

く
出
て
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
損
得
感

情
、
優
劣
関
係
で
友
達
を
見
た
り
考

え
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の

で
す
。そ

こ
で
、
全
法
丹
市vu
b
b
不
人
口

署
や
矛
昏
ト
』
舟
舟
争
長
田
町
下
静
決
レ

て
い
く
意
欲
と
実
践
力
を
育
て
る
た

め
、
差
別
さ
れ
る
立
場
に
立
っ
た
内

容
の
資
料
を
用
い
た
り
、
同
和
問
題

広(7) 

学
習
資
料
を
使
っ
て
授
業
を
行
っ
た

り
し
て
、
差
別
す
る
こ
と
が
ど
ん
な

に
恥
ず
か
し
い
こ
と
か
を
身
を
も
っ

て
学
習
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。
そ
し

て
、
差
別
を
憎
み
差
別
を
見
ぬ
く
す

る
ど
い
感
性
を
育
て
て
い
る
の
で
す
。

支
え
合
U
、
励
ま
し
合
え
る

六
年
生
に

六
年
生
に
な
る
と
、
最
高
学
年
と

し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
視
野
の
広
い

行
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

言
い
か
え
る
と
、
人
間
と
し
て
の
生

き
方
の
基
本
的
な
考
え
が
芽
生
え
始

め
る
の
で
す
。

そ
こ
で
、
生
命
・
人
権
の
尊
さ
を

学
習
し
て
い
く
過
程
で
、
自
己
の
変

容
と
人
権
意
識
の
確
立
を
め
ざ
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
、
社
会
科
の
歴
史
学
習
を
と

お
し
て
、
部
落
問
題
の
起
源
『
い
つ
、

ど
こ
で
、
だ
れ
が
、
何
の
目
的
で
作

っ
て
い
っ
た
の
か
。
』
を
は
じ
め
、
日

本
国
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
基
本

的
人
権
の
尊
重
に
ま
で
発
展
し
た
学

習
を
進
め
て
き
て
い
る
の
で
す
。

さ
ら
に
、
他
の
教
科
と
関
連
さ
せ

な
が
ら
、
支
え
合
い
、
励
ま
し
合
え

る
仲
間
‘
つ
く
り
、
集
団
づ
く
り
を
行

っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

イ

人

権

⑧ 

最
近
の
主
な
人
権
問
題
何

婦
人
問
題

国
際
連
合
は
、
第
三
十
回
総
会
に

お
い
て
、
昭
和
五
十
一
年
か
ら
昭
和

六
十
年
ま
で
の
十
年
間
を
平
等
・
発

展
・
平
和
を
目
指
す
「
国
連
婦
人
の

十
年
」
と
定
め
、
昭
和
五
十
四
年
に

は
、
い
わ
ゆ
る
女
子
差
別
撤
廃
条
約

を
採
択
し
ま
し
た
。
我
が
国
で
も
、

こ
れ
を
受
け
て
、
国
籍
法
の
改
正

(
父
系
優
先
の
血
統
主
義
を
父
母
両

系
主
義
に
改
め
た
。
)
男
女
雇
用
均
等

法
の
制
定
な
ど
行
っ
た
上
、
女
子
差

別
撤
廃
条
約
の
批
准
を
す
る
等
、
広

い
分
野
に
お
い
て
相
当
の
成
果
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昭
和
六
十

二
年
五
月
に
は
、
内
閣

総
理
大
臣
を
本
部
長
と
す
る
、
婦
人

問
題
企
画
推
進
本
部
に
よ
り
、
男
女

共
同
参
加
型
社
会
の
形
成
を
目
的
と

し
て
、
「
西
暦
二
千
年
に
向
け
て
の

新
国
内
行
動
計
画
」
が
策
定
さ
れ
る

に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

男
女
平
等
の
理
念
は
、
日
本
国
憲

法
に
明
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
法
制
上
も
、
男
女
平
等
の
原
則

が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

現
実
に
は
今
な
お
「
男
は
仕
事
、
女

は
家
庭
」
と
い
っ
た
男
女
の
役
割
を

固
定
的
に
と
ら
え
る
社
会

一
般
の
意

識
は
根
強
く
残
存
し
て
お
り
、
こ
の

こ
と
が
、
家
庭
や
職
場
に
お
い
て
種

々
の
男
女
差
別
を
生
む
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
人
権
擁
護
機
関
に
お
い

て
は
、
講
演
会
・
討
論
会
の
開
催
、

そ
の
他
各
種
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て

男
女
平
等
の
理
念
の
普
及
高
揚
を
図

る
と
と
も
に
、
人
権
相
談
や
人
権
侵

犯
事
件
の
調
査
・
処
理
を
通
じ
て
具

体
的
に
男
女
平
等
を
阻
害
し
て
い
る

事
象
の
排
除
を
図
る
な
ど
、
婦
人
の

人
権
擁
護
に
努
め
て
い
ま
す
。

一一お
も
じ
る
雑
一
挙
一…

日

本

z!; 
ノ，、

制
が
ん
成
分
を
含
む

健
康
的
な
自
然
飲
料

「
日
本
茶
を
飲
ん
で
胃
が
ん
を
防

ご
う
」
|
!
と
い
っ
て
も
、
決
し
て

オ
ー
バ
ー
な
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
一
の
茶
の
産
地
、
静
岡
県
の
大

井
川
流
域
は
、
胃
が
ん
に
よ
る
死
亡

が
全
国
平
均
に
比
べ
て
非
常
に
少
な

い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
茶
に
制
が
ん
作
用
の
あ
る
物
質

が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
茶
は
健
康
的

な
自
然
飲
料
な
の
で
す
が
、
そ
の
効

能
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
日
本
茶
に
含
ま
れ
る

成
分
に
は
次
の
よ
う
な
効
能
が
あ
り

ま
す
。

そ
の
効
能
は
さ
ま
ざ
ま

カ
フ
ェ
イ
ン
ー
ー
ー
眠
い
と
き
や
酒
を

飲
ん
だ
後
に
茶
を
飲
む
と
、
気
分

が
ス
ッ
キ
リ
す
る
の
は
、
カ
フ
ェ

イ
ン
に
よ
る
覚
せ
い
作
用
や
利
尿

作
用
に
よ
る
も
の
で
す
。

7
ー
ア
ミ
ノ
酪
酸
|

|
血
圧
を
下
げ

る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
と
く
に
茶

の
製
造
過
程
で
7

ア
ミ
ノ
酪
酸

の
含
有
量
を
増
や
し
て
つ
く
る
ギ

ヤ
バ
ロ
ン
茶
は
、
高
血
圧
に
悩
む

人
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ノ
ボ
イ
ド

|
|

口
臭
を
防
ぐ
作

用
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
チ
ュ
ー
イ

ン
ガ
ム
や
飲
料
な
ど
に
使
わ
れ
る

成
分
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
血
栓
形

成
抑
制
や
白
内
障
抑
制
、
が
ん
細

胞
増
殖
抑
制
な
ど
の
効
能
が
あ
り

ま
す
。

カ
テ
キ
ン

|
|
虫
歯
の
主
要
原
因
で

あ
る
ミ
ュ
ー
タ
ン
ト
菌
の
増
殖
を

防
ぐ
作
用
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
制
が
ん
性
、
消
臭
性
な
ど
の

働
き
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
日
本
茶
に
は
、
虫
歯
を
予

防
す
る
フ
ッ
素
、
加
を
取
り
除
く
作

用
の
あ
る
サ
ポ
ニ
ン
や
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
節
し
た
り
、

動
脈
硬
化
を
予
防
し
た
り
す
る
ビ
タ

ミ
ン

E

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

一一一病気見舞いのお返しを廃止しましょう一一



(8) 

よ
も
や
ま
話

ぶ

横
河
原
か
ら
車
で
約

二
十
分
、
県

道
寺
尾
重
信
線
を
走
る
と
木
地
の
緬

樽
村
に
つ
く
、
左
に
と
る
と
竹
屋
敷

東
谷
で
あ
る
。
車

で
約
五
分
登
坂
、

ほ
れ
よ
り
徒
歩
で
約
三
十
分
柚
道
を

辿
る
と
白
砂
の
河
原
に
出
る
。
渓
谷

の
臼
い
巨
石
と
下
か
ら
見
上
げ
る
紅
、

黄
色
の
原
生
林
が
源
流
に
紅
葉
の
影

を
映
し
て
い
る
。
ま
る
で
総
天
然
色

シ
ネ
マ
ス
コ
ー
プ
映
画
の
よ
う
で
あ

る
。
杉
木
立
を
抜
け
飛
石
っ
た
い
に

川
を
渡
る
と
地
元
の
人
の
い
う
水
車

床
に
至
る

。
見
事
な
杉
木
立
で
松
山

営
林
署
の
立
札
が
あ
る
。
こ
こ
が
水

車
跡
石
積
の
遺
構
で
あ
る
。
木
地
か

ら
約
四
回
上
流
で
、
標
高
六
百
十

m

の
地
点
で
あ
る
。

永
い
風
雪
に
耐
え
荒
廃
し
て
い
る

が
、
そ
の
規
模
は
間
口
十
四

・

八
m

奥
行
十
六
・

一
m
石
積
の
高
さ

二
m

で
面
積
二
百
四
十
耐
と
直
文
で
あ
る
。

す

1・
A之
、
か
ん

こ
の
遺
構
は
渓
谷
の
水
成
岩
を
割
石

と
し
て
使
用
し
て
い
る

。
渓
谷
の
上

流
よ
り
豊
富
な
水
を
掛
樋
で
導
き
水

力
を
利
用
し
て
製
材
所
を
設
け
、
建

築
材
や
坑
木
を
製
品
化
し
た
と
い
う

。

住
居
跡
に
は
井
戸
、
風
呂
釜
、
炭
窯

跡
が
見
ら
れ
事
務
所
、
倉
庫
跡
に
は

山
之
内
阿
歌
古
渓
谷
の

水
車
遺
構
調
査
に
つ
い
て

重
信
町
文
化
財
保
護
委
員

渡
部
正
寿

のげし幸良広

ベ
ル
ト
用
の
車
輪
や
、
生
活
用
具
の

陶
器
等
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
西

側
の
山
腹
に
あ
る
受
水
槽
跡
に
は
高

さ
五
m
、
長
さ
十
四

m

の
石
積
が
あ

る
。
そ
の
上
は
巾
約
五
m
、
長
き
約

七
m
の
平
坦
地
で
こ
こ
に
水
槽
(
木

製
)
が
据
え
ら
れ
、
渓
浴
の
水
を
導

き
、
約
四
十
五
度
の
勾
配
で
水
車
へ

導
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
受
水

槽
よ
り
水
車
へ
落
ち
る
水
の
落

差
は

か
な
り
の
も
の
で
普
通
の
水
車
で
は

な
く
、
特
種
構
造
の
水
車
で
あ
り
、

初
期
水
力
発
電
に
使
用
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
同
行
の
先
生
の
語

る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
昔
川
内
町
の

山
間
で
水
力
利
用
に
よ
る
自
家
発
電

を
見
た
と
い
う

。

(
住
友
の
技
術
提

供
か
)

こ
こ
は
別
名
ケ
ヤ
キ
原
と
も
い
わ

一戸
、3・

品川
町
d

ゃ
を
司Y・

4
p
hm

jyf
μ
ジ

f

三
b
d

v?と
ご

.

タ
な
ぜ
い

しvk
f
J

九

円
ド
ジ
a
g

u，
\令口一
，v
均
単

-

e

J

目
宅
‘

M
司
・

町
守

一

e
d」-1
叩
み
一一
三子、一

一
つ一w
NUF
J

山
ず

明
J
d
v

-一

AJ

』
V

A
宏
一Yぺ
・
‘，h

hJ
q
九一
‘
ふ

一概
f

d
.

0』

J凶言
、

，
ωV

G
H
官ゑ

γ以

、
白\
ポ

た
。

深
山
幽
谷
の
阿
歌
古
で
文
明
開

化
の
さ
き
ど
り
を
し
た
と
い
え
よ
う
。

(
重
信
町
電
灯
導
入
は
大
正
十
年
)

調
査
に
あ
た
り
感
じ
た
こ
と
は
、

こ
れ
ら
の
記
録
は
皆
無
で
あ
る
。
文

献
に
も
み
え
な
い
、
下
請
制
度
で
あ

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
も
っ

と
早
い

時
期
の
発
見
と
調
査
が
望
ま
れ
た
。

こ
の
調
査
に
は
報
道
陣
も
協
力
し
て

く
れ
た
。
こ
れ
わ
は
、
私
達
の
ふ
る

の
こ

さ
と
山
之
内
に
先
人
が
遺
し
て
く
れ

た

一
種
の
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
う

一
度
み
な
お
し
て
み
る

こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
か
ろ
う

カ

(
重
信
町
文
化
財
保
護
審
議
委
員

渡
部
正
寿
)

一一一おとなりにあげる安心 火の始末一一一



ぶ

十
二
月
十
七
日
、
重
信
町
青
年
団

員
が
重
信
清
愛
国
を
訪
れ
、
園
生
と

も
ち
つ
き
を
行
い

、

交
流
を
深
め
ま

し
た
。こ

の
も
ち
つ
き
は
、
青
年
団
が
十

五
年
前
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
団
員
が
持
参
し
た
も
ち
米
二
砕

を
、
ね
園
生
と

一
緒
に
昔
な
が
ら
の
臼

と
杵
で
っ
き
上
げ
ま
し
た
。

園
で
は
、
き
っ
そ
く
昼
食
に
つ
き

た
て
の
も
ち
を
賞
味
し
、
一
足
早
い

お
正
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大
喜
び
で

し
た
。

青
年
団
が
も
ち
つ
き
奉
仕

の'1 し幸良広(7) 

ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
温
泉
第

一
団
の

ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
が
十
二
月

二
十

二
日
、
町
民
会
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
、
ボ
l

イ
、
カ
ブ
、
ビ
ー

バ
ー
ス
カ
ウ
ト
隊
員
や
家
族
な
ど
約

四
十
名
が
参
加
し
、
歌
や
ゲ
l

ム
を

楽
し
み
ま
し
た

。

ま
た
、
隊
員
た
ち
は
、
指
導
者
の

扮
す
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
大

喜
び
で

、

日
頃
の
厳

し
い
訓
練
と
は
打

っ
て
変
わ

っ
た
和

や
か
な
ム
l

ド
に
時
の
た

つ
の
も
忘

れ
て
い
ま
し
た

。

図
書
館
だ
よ
り

先
日
の
新
聞
に
年
間
の
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
が
発
表
さ
れ
ま
し
た

。

-
位

T
U
G
U
M
-

2

位

一
杯
の
か
け
そ
ば

3

位
キ

ッ

チ
ン

4

位
、
っ
た
か
た

。

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ

5

位
哀
し
い
予
感

6

位
白
河
夜
船

7

位
消
費
税
こ
う
や
れ
ば
よ
い

8

位
ホ

l

キ
ン
グ
宇
宙
を
語
る

9

位
時
聞
の
砂
上
・
下

叩
位
消
費
税
実
務
と
対
策
は
こ

う
す
る

こ
れ
ら
の
本
は
、
す

べ
て
図
書
館

に
入
荷
し
て
い
ま
す

。

ベ
ス
ト
セ
ラ

ー

が
良
書
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
身

近
な
本
か
ら

読
書
を
始
め
て
み
て
下

支
」
い。生涯学習情報システム

重信町中央公民館では、情報化社会、

生涯学習時代に対応し、みなさんの要求

に応じた情報提供を行うため、コンビュ

ーターによる学習情報を提供しています。

お気軽にご利用下さい。

お問い合わせは、 中央公民館まで

(包64-1500)

県営住宅補欠入居者募集
申込受付期間

2 月 13 日 ~2 月 17 日

(日曜日、祝日を除く)

受付場所

( 1 )城北 ・ 城西、城東、城南地区

松山地方局建設部建築指導課 県営住宅係
宮41-1111 内線 443

( 2 )伊予地区

松山地方局 伊予土木事務所

宮82-1205

抽せん日時

3 月 1 日午後 1 時30分~
募集団地

地区名 団 地 名

城北 松風、松翠、朝美、梅津寺、潮見、鹿峰、

城西 中須賀

城東 溝辺、梅の本、天神、牛決IJ、吟松、久米、ニ町

城南 石井、森松、砥部

伊予 新}11 

青少年の防犯、

事故防止にご協力を.グ

本町青少年の健全育成のため次のこ

とについて御協力をお願し、します。

(1)夜間外出(特に深夜)の防止

(2 )乗り物には必ず鍵をかける

( 3 ) 自転車の無灯火運転

( 4 )喫煙の防止

( 5 )ホラービデオ(粗暴性残虐性を助長

の視聴禁止するもの)

( 6 )カラオケボックスへの立入り禁止

( 7)不良図書は「白いポスト」へ入れる

(青少年補導センター)

場所へ出しましょう一一一一一一ゴミは決められた日、



ぶのt-f し幸良広 (8) 

町民カレンダ
平成2年 1 月 18 日 .-....2 月 28 日

A 
ーヲ

年
は
午
年

事
人権相談 110:00-15:001 役場会議室
乳児健 診 1 , n _ nn  , _ _ n n  1 m~ = ^ ~~ 1 

11 3 : 30-14:301 町民会館 |H元年 3 月 、 9 月生 I .LU .  UV  '"""1. uv  I r-J ,LA." :Z:;O .llo� I 
当番医 宮内病院 松山市北梅本町合75-0091 1 
一公艮一館前先天釜一一 Iーぶりる二一一一…|面r 民一全一 信一

健康相談 24 日附まで |各 地 区
心配ごと相談 113 :00-

で
す
。
ち
な
み
に
牛
は
、
肉
牛
、
乳

牛
を
中
心
に
約
四
百
七
十
万
頭
が
飼

育
さ
れ
て
い
ま
す
。

馬
を
家
畜
と
し
て
飼
い
始
め
た
の

は
、
牛
よ
り
も
遅
く
、
紀
元
前
四
千

年
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
今
日
ま
で
、
運
搬
用
、
農
耕
用
、

乗
馬
用
は
も
ち
ろ
ん
、
戦
争
や
狩
猟

に
も
馬
は
登
場
し
ま
す
。

こ
う
し
た
馬
と
人
間
と
の
密
接
な

問
中
刑
を
反
映
し
て
、
馬
に
つ
い
て
の

諺
や
漢
字
が
豊
富
で
す
。

「
馬
が
い

な
な
く
と
、
天
気
が
よ
く
な
る

」
と

か
、
「
馬
が
は
ね
る
と
悶
に
な
る

」

と
い
う
地
域
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、

一
方
で
は
、

「
雨
に
な
る

」

の
で
は

な
く

「
晴
れ
る
」

と
、
反
対
の
意
味

回 15:00

5 伺)

を

一
言う
地
方
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
地

域
の
気
候
条
件
な
ど
の
違
い
に
よ
る

も
の
で
し
ょ
う
。

馬
偏
の
つ
く
文
字
も
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
。
駅
、
駐
車
場
な
ど
は
現
代

で
も
重
要
な
交
通
用
語
で
す
。
か
つ

て
、
馬
が
活
躍
し
た
時
代
が
し
の
ば

れ
ま
す
。

「
驚
」

は
、
馬
が
前
足
を

上
げ
て
、
後
ろ
足
で
立
ち
、
上
向
く

意
味
で
、
驚
い
た
と
き
、
こ
の
よ
う

な
姿
勢
に
な
り
ま
す
。

「
騒
」
は
馬

が
た
く
さ
ん
寄
り
集
ま
る
こ
と
で
、

そ
れ
が

「

騒
が
し
い
L

の
意
味
に
な

り
ま
し
た
。

初
も
う
で
や
合
格
祈
願
に
奉
納
す

る
絵
馬
は
、
も
と
は
神
社
や
寺
に
馬

を
奉
納
す
る
代
わ
り
に
、
馬
の
絵
を

3 歳児健診

S 6 1年 9 月から 11 月 113:30-14:30
生及ぴ未受診者
Jiるさ記ヲo講崖@--T1g-:3-õ二 1-----------;;.... .._...1 
当番医 渡部内科 松山市南梅本町 ft75-2232 1 

28(印 1 _~ _ _ . _. '^ 1 9:00 受付|
| 健康マラソン大会 | |重信川緑地公国
| I 10: 15 スタート|

31附 | 町県民税第 4 期、国民鯨保険櫛 7 期、国貯金保険料、保育料納期限
| 当番医 上岡小児科松山市北梅本町 ft76-8000

4 但)卜孟嗣婦λ面倒除…I・ --g- : ò.õ~ï5.jò..1一一耐一 一長一一一一会 一一 面一
健康相談 113:00-14:00 

料理講習会

(肥i筒を防ぐために)
3 種混合予防接種②
S 62年7月から 1 2月生

及び6歳未満の未接種者

心配ごと・行政相談
建国記念の日
当番医 国立療養所愛媛病院横河原 ft64 -2411 1 
言肩書通量発表長ー 一一r1ぶ00二 一一一一I尚一民一一全一語一

振替休日 ゴミ収集休みます。 15 日附に出して下さい。

不用犬買上げしません。 19 日開)に連れてきて下さい。
当番医辻弁内科 目窪 包64:": .õòú 1
離乳食学級 1 , n_nn "_nn  1 

113:30-15:30 1 町民会館
H元年 6 丹、 7 月生 I.V - VV .V_vv 1 

A一一種ー一貫一静一一一一1. .10. : 0.0 :-:-. 1 号 .:.qo. .I一世一一号今一議室一
民会

乳児健診
H元年 4 月、 10月生

貧血者教室①
健康診査の結果、貧血

症だった人及び希望者

当番医 西村医院
貧血者教室②
妊婦健診
心配ごと相談

23幽 | 貧血者教室③ 1 10:00-12:301 町民会 館
| 当番医 藤石クリニック 志津川 ft64-1234 

25(印 1 , nn="'M'- L^  1 9:45 受付|
1400歳駅伝大会 1 ， ~:;~ _'":" 1 町民会館

|10: 30 スタート l 
26伺) 1 健康相談 28 日附まで | 各 地 区

|固定資産税第 4 期、国民健康保険税第 8 期、国民年金
28附|

l 保険料、水道料金、保育料納期限

所場間時名ff 

18刷

21(日)

22伺)

25附

日月

町民会館

八反地公民館

/1 
- ... ・ . .. . . .. ー ー ・ φ ... .1.. . . ー・ 争

10: 00-12: 30 

26~訪

月

町民会館

役場会議室

14:00-14:30 

13: 00-15 :00 

6ω 

8 
8 附

15(桐

1 1(日)

12(月)

14(;水)

2 

書
い
た
の
が
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
ま

す
。き

て
、
今
年
は
、
馬
力
ア
ッ
プ
し

て
大
い
に
が
ん
ば
り
ま
す
か
、
そ
れ

と
も
馬
耳
東
風
:
:
:

マ
イ
ペ
ー

ス
で

の
ん
び
り
い
き
ま
す
か
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
ウ
マ
く
乗
り
切
り
た
い
も

の
で
す
。戸

籍
の
動
き

十
二
月
十
五
日
届
出

出
生
(
お
め
で
と
う
)

舘

ft64 -246] 

民会館

平
成
二
年
は
午
年
で
す
。
馬
は
、

人
間
と
意
思
の
か
よ
う
家
畜
と
し
て

昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た

。

で
も
、
最
近
は
、
馬
を
見
か
け
る

こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
日
本

で
飼
わ
れ
て
い
る
馬
の
数
は

一
万
二

千
頭
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
乗
馬
用

/1 

開I

志 ì4tJII
14 :00-15:百河了

13 :30-14 :30 

14:00-15:30 16信組

18(日)

19侭)

2 1(水)

22(栂

月

一世
主

一議一会一日
易
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横牛見回国西牛北志間牛
j可 ズ川￡ 野 i掌
原 j自l 良窪窪岡洲田 川 窪湘l

和 i函山戒瀬，有馬 大高岩字品
気井本能野 西市川者宮[1 須賀

現政 一 幸英 健辰富夫
人武英 一 二 均司夫 勝茂

聖 恭陽英成瑞達季万
E童 利 光

子 聖 子 臣美希也子利

12 11 11 11 11 11 11 11 11 ]] 11 

3 30 25 25 23 20 14 14 14 II 9 

死

亡
(
お
悔
み
)

横見検閥横志下 住

i原可奈河 河津
良原岡原川林 所

前大和岡山水越
氏須西田本内本智

S資I 
智伊 金タ
嘉佐光五 7

名
芳功郎吉子f![1 ヨ

年
94 6] 92 96 82 83 90 

，寸e3、

12 12 12 11 II 11 II 否E
亡

14 7 4 28 26 25 24 
dコ
日
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